
箕輪城に11
たかとめじょうあと

０ 鷹 留 城 跡 く高崎lれ指定史附( 下室田町3238･よヵヽ )

鷹留城跡は明応年間(1492 ～1500) 頃に長野氏によって

築城され､永禄9(1566) 年に武田信玄との戦いで落城する

までの間､長野氏の居城として構えられました。

城跡は南北約430m､ 東西約200m あり､山城としては県

内でも有数の大きさですoまた､堀跡などの各種遺構が良好に

残っています。

ちょうねんじながの　し　　はか
＠ 長 年 寺 長 野 氏 の 墓〈高崎市指定史跡〉(ｆ室田町1380)　

長年寺は､鷹留城主長野氏の菩提寺として知られています。

現在、ここには初代鷹留城主の長野業尚をはじめ箕輪城主

である長野業政など長野氏累代７人を供養するための五輪

塔があります。

きたあらなみとりであと
＠ 北 新 波 砦 址〈群馬県指定史跡〉(Ｕ 波町210ほか)

15 世紀後半から16 世紀中頃に築かれたと推定される砦

址です｡ 75m 四方のほぼ正方形で､その周囲を堀と土塁で

囲んでいます。

箕輪城主の長野氏に関係する武士の砦と想定されていま呪

高崎市教育委員会が平成３年度・４年度に史跡公園と

して整備し､現在は一般公開されています。

ながの　しるいだい　はか
○ 長 野 氏 累 代 の 墓〈高崎市指定史跡〉(回 旧1978)

大正12 年頃発見され､現在地に整理し安置したもので呪

至徳元年(1384) から享禄元年(1528) の銘があり、長野

氏が浜川を拠点にしていた頃の石塔になります。

でんみのわじょうしゅながのなりもりのはか
＠ 伝箕輪 城主長 野業 盛之墓〈高崎巾指定史跡〉(拙 回37)　

永禄9(1566) 年に箕輪城は落城し､城主長野業盛は自害

したといわれていま呪 江戸時代の書物『箕輪軍記』では､自害

した業盛を哀れんだ僧が遺体をもらいうけ､井出の地に葬っ

たとされています。

ぜんりゅうじ　　ないとうづか
＠ 善 龍 寺 の 内 藤 塚〈高崎市指定史跡〉(箕郷IIUt1430) ｜

寺は武田信玄の箕輪城攻略の際､炎1こしたと伝えられてい Ｌ　　。。　　＝

ます｡その後､信玄は再築を配下の内藤昌秀(昌豊) に命じ、 ｀-　　　　 。｡、　　　り

ょiliii

の南にあり､内藤塚または開基塚と呼ばれていま丸



連する文化財

ちょうじゅんじ
＠ 長 純 寺 の

ながのなりまさこう
長 野 業 政 公 の像

〈高崎市指定重要文化財〉

(箕郷町富岡852)

長純寺は､長野氏の開基に

よる菩提寺です 高さ約35cm

の業政の木像は開基堂に安

置されています。 凡例
新幹線・鉄道　　　　 国道　　　　 その他の道
高速道路　　　　　 県道　　　　 箕輪城跡への主経路

たかさきじよう
し

＠ 高 崎 城 址( 三 の 丸 外 囲 の 土 居 と堀)

〈高崎市指定史跡〉(高松町5-8ほか)

慶長3(1598) 年､ 井伊直政はかつて和田城があった地に新たに

高崎城を築き､箕輪城を移しました。しかし､直政は在城3 年で佐和山(

滋賀県)へ移り､その後､ 短い期間に城主が何人も入れ替わりました。

元和5(1619) 年に安藤重信が5 万6600 石で入城し､安藤氏が3 代77

年間にわたり城主を務め､高崎城を完成したといわれています。

現在では､乾櫓､ 東門､ 三の丸の堀と土塁がわずかに昔の面影を

とどめています。

本丸周辺では発掘調査によって､縄張が大きく変遷していることがわ

か りまし た 。

１期 一 長 野 氏 ・武 田 氏 時 代 の 頃

現本丸南東側と北西側に堀(1 号堀・2 号堀)があった時期

２期 一 北 条 氏 時 代 を中 心 とした時 期

本丸堀と呼ばれている本丸の南東側から西側を巡る堀が

掘られ､2 号堀が埋められ､新たに3 号堀が掘られた時期

３期 一 徳 川 氏 時 代 を 中心 とした 時 期

3号堀が埋められ、本丸と御前曲輪間の堀が掘られた時期

以上のことから､ 現在見える縄張は、最後 の徳川氏時代のものであり、

長 野氏時代 に比べて大きく造り替えられていることがわかっています
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せきじょう じ　　 せきぞうぶつぐん
＠ 石 上 寺 の 石 造 物 群　

〈 高 崎 市 指 定 重 要 文 化 財 〉

( 箕 郷 町 東 明 崖38)

りゅうもんじ　　さんもん
０ 龍 門 寺 の 山 門

〈高崎市指定重要文化財〉

(箕郷町東明屋甲22)

長野氏が祖と仰ぐ
ぁりわらのなりひら
在原業平の草創と伝

えられ､箕輪城の鬼門

箕輪城最後の城主井伊直政が開基した

寺で､1796( 寛政８)年に再建した唐破風

作りお濁浪pりの山門が残っています。
寺 とい われていますこ

輪 廻の 塔く延 徳 ３年

(1491) 〉､六 地蔵石 憧

〈文 明 ６年(1474) 〉、

など の石 造 物 が 残 っ

てい ます。

布し………jlで:ﾚl千]jJj

電　　 車:JR 高崎駅下車

群馬バス: 高崎駅 西口２番のりば

つ箕郷行に乗車して約30 分(箕郷本町下車徒歩約20 分)

⊃伊香保温泉行に乗車して約30 分(小学校前下車徒歩約15 分・城山入口下車

徒歩約15 分・東明屋下車徒歩約15 分)

自 動 車：関越自動車道前橋ＩＣから11 キロ

■日 本 百 名 城 スタンプ

高崎市箕郷支所･箕郷公民館に設置し､城の現地には置いてありません。

言高 崎市箕 郷支所 受付窓口　　　 ⑤高崎市箕郷公民館

(休日は裏口)　　　　　　　　　　 休館日：祝日､年末年始(12 月29日～1 月３日)休館O

時間：午前８時30 分～午後５時15 分　その他､施設点検等で臨時に休館する場合があります。

場所：高崎市箕郷町西明屋702-4　　 時間：午前９時～午後５時

電話:027-371-51H　　　　　　　　 場所：高崎市箕郷町西明屋421-3

電話:027-371-3152

0 高崎市箕郷支所､ 箕郷公民館は群馬バス箕郷行・伊香保温泉行四ツ谷下車徒歩約２分O

コ高崎市箕郷支所､箕郷公民館から箕輪城跡までは徒歩約30 分。
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箕輪城跡整備イメージ図



ひがしむきはちまんぐう　 せきどう
＠ 東 向 八 幡 宮 の 石 憧

〈高崎市指定重要文化財〉

(箕郷町西明屋4)

東 向 八 幡 宮 は長 野 氏 が､ 文 明 ６

年(1474) に 山 城 国( 京 都 府) 石 清

水 八 幡 宮 より勧 請 創 建 し､ 箕 輪 城

総 鎮 守 として 祀られ たと伝 わってい

ま呪 本 殿 北側 に石 憧( 文 明 ６年 銘)

が ありますこ

きゅうしも だ ていしょいんおよ　 ていえん
○ 旧 下 田 邸 書 院 及 び 庭 園

〈群馬 県 指 定 重 要 文 化 財 〉

(箕郷町 西明屋702-2)

旧 下 田 邸 書 院 及 び 庭 園 は､ 長 野

氏 の 重 臣 で あっ た 下 田 大 膳 正 勝 の

子 孫 が 落 城 後 こ の 地 に土 着 し､ 代 官

として 居 を 構 え た 屋 敷 跡 で す｡ か つ

て ３町 歩 に も及 ん だ とさ れ る広 大 な

敷 地 にあ っ た 建 物 の うち､ 江 戸 時 代

の 書 院 が 残 り､ 庭 園 ととも に 貴 重 な

近 世 の 様 式 を 今 に 伝 え て います。

凡例:|　| 現在の地名

発掘調査の出土遺物の大部分は土器になります。特に、使い捨ての器

として主に宴 会などで用いられた素 焼きの皿である｢かわらけ｣は大量に

出土しています。さらに､ かわらけの中には北条 氏の本拠である小田原か

らもたらされた｢手づくねかわらけ｣が６点含まれ､ 北条氏が 城主だった

時代における小田原との関わりが想定されま呪

その他､ 主に中国から輸入された陶磁器や瀬戸 美濃地 方(愛知･ 岐阜

県)で焼かれた陶器などは､県内の城館跡の中では随一の出土量を誇

り、中でも､関ヶ原の戦以前の城郭では関東では初となる楽茶碗(茶の

湯に用いる軟質施粕陶器)が出土しており､箕輪城の城の生活を偲ぶこ

とができます。

戦乱を物語る遺物として､ 鉄鏃や

鉄砲玉なども出土していま呪

すずりせきと
ぅぜに

そのほか、硯､石塔､ 銭などの豊富な

出土遺物は当時の武士の生活や文

化を知る大きな手がかりとなりま孔
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鉄砲部品、
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本丸から出土したかわらけ
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小田原からもたされた手づくねかわらけ
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曲
輪
の
ね
垣



機
に
し
て
、
幾
度
も
造
り
替
え
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
時
代
の
城
と
は
か
な
り
異
な
っ
て

い
て
、
最
後
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

． ／下
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丸
南
堀
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就

裂

一
一
一一

／

ｸ本゙
丸

一
の

丸大
手
虎
翰
門
口

大
堀
切
口

東 明屋
Ｘ

大

手

門

か

ら

、

本

丸

へ
上

か

っ

て

い

く

こ
と
ぅ
も
ん
　

か

じ
ぐ
る
わ

ル

ー

ト

に

あ

た

る

虎

翰

門

・

鍛

冶

曲

輪

・

j lj

０

虎
哨
門
の
も
川

－

三

の

丸

・

二

の

丸

な

ど

に

は

石

垣

が

残

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

他

、

郭

馬

出

・

御

前

曲

輪

西

側

の

堀

な

ど

に

も

石

垣

が

あ

り

ま

す

。

発

掘

調

査

を

す

る

と

、

多

く

の

場

所

で

、

埋

ま

っ

て

い

た

石

垣

が

発

見

さ

れ

、

城

の

主

要

部

の

か

な

り

の

場

所

で

石

垣

が

使

わ

れ

て

い

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

こ

れ

ら

の

石

垣

は

玲

蔀

肥

み

と

呼

ば

れ

る

加

工

を

し

な

い

嘔

戟

べ
こ
な
’貝
司
り

り
ｙ
ｂ
ｎ
二
ｃ

、

一
ｋ

ご

ま

璽

く

り
ふ
ｄ
ｖ
£
一
ｎ

ｆ
よ

が
じｰ'ヴ

椿
名
口月

＠

鍛
冶
曲
輪
の
石
垣

ペ
ベ

バ
ヘ

＠

御
前
曲
輪
西
堀
の
も
垣

]があり､いずれも中央の見 学コースに接続していますO

－スまでの距離と所要 時間､ 見所

TI IO 分　 三の丸など城 内で最も石垣 が集中しているルートです，
ｌ ，♂ 'Ｗ 〃 －

n 15 分　 長野氏時代 の大 手ルートといわれています

ｎ １３分　 観音様の石段を登りますo 春の桜が見事ですo

２０

f二丿 史跡範囲

★ 石垣

額 膿 堀底(大部分が空堀と思われます｡)

凡 例 ㎜ 斜面

一 遊歩道

●●● 遊歩道(中央コース)

………:　駐車場

ｎ １７分　 なだらかな尾根 道で､ 一 部に椿があります。

城の主要部へのアプローチが最 も容易なルートです。

搦手口と同様に城の主 要部へのアクセスのよいルートです

虎垢門駐車 場から郭馬出西虎口へ一気に向かえます。

n　5 分

11　4 分

n　7 分

と所要時間､ 見所

n 20 分　 御前曲輪･ 本丸 ・二の丸と､これらの曲輪周囲の巨大な堀が見られます。

-



箕
輪
城
は
城
主
が
代
わ
る
な
ど
を
契
機
に
し
て
、
幾
度
も
造
り
替
え
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
☆

そ
の
た
め
、
現
在
の
箕
輪
城
は
長
野
氏
時
代
の
城
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
て
、
最
後
の

本
丸
を
巡
る
幅
三
〇
～

○

本
丸
南
堀

が
Ｉ
　
　
　四

〇
ｍ

、
深

さ

Ｉ
〇
ｍ

の

爵

』

空
堀

や
、
城

の
中
央

部

を

南
北

に
分

断

す
る
役

割

が
あ

る
大
堀

切
な

ど

、
同

時
代

の

城
と

し
て

は
全

国

的

な
規

模

を
誇

る
堀

が
城
内

各
所

に

残
っ

て
い

ま
す

。
一
部

の
堀

で

は

部
分

的

な
試

掘

調
査

を
行

っ
て
い

ま

す

が
、
六
ｍ

以

上

埋

ま

っ
て

い
る
こ

と

が
わ
か
り

、
石

垣
な

ど

も
発

見

さ

れ
て

い
ま

す

。
当

時

の
堀

は
現

況

の

お
よ

そ
二

倍

程

度

の
深

さ

で
、
一
部

で
は
石

垣

な

ど
が
使

わ

れ
て

い
た
よ

う

で
す
。

一 一 一 一

4
X
ｔ

大

手

門

か

ら

、
本

丸

へ
上

が

っ

て

い

く

こ
と
ぅ
も
ん
　

か

じ
ぐ
る
わ

ル

ー

ト

に

あ

た

る

虎

絹

門

・

鍛

冶

曲

輪

・

三

の
丸
・
二
の
丸

な

ど
に

は
石

垣

が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ

の
他

、
郭
馬

出
・
御
前

曲
輪
西

側
の
堀
な

ど
に

も
石

垣

が
あ
り

ま
す

。
発

掘

調
査

を

す

る
と
、
多

く
の
場

所
で
、
埋

ま
っ
て

い
た
石

垣

が
発
見

さ
れ
、
城

の
主
要

部
の

か
な
り

の
場
所

で
石
垣

が
使
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
れ

ら
の
石

垣

は
勁
敵

訃

み

と
呼

ば
れ

る
加
工

を
し
な

い

河

原
石

を
用

い
た
も

の
で
、
一
人
で

は
運

べ
な

い
径
一
ｍ

ほ

ど
の
石

も
使
わ

れ
て
い
ま

す
。
箕
輪
城
内

で
は
石

が
取

れ
な

い
た

め
、
城

の
す

ぐ
西

を

流

れ

る
榛

名

白
川

か

ら
運

び
上

げ
た
の
で
し
ょ
う

。
石

垣

が
使

わ
れ
た
の
は
、
発

掘
調
査
な

ど
か
ら
、
主

に
城
の
最
終

時
期

と
考
え
ら

れ
ま
す

が
、
一
部

の
石

垣
は
さ
ら
に
そ
の
前

の
時

代
ま
で
遡
り

ま
す
。



●

１

＠

鍛
冶
曲
輪
の
石
垣

０

虎
制
門
の
ね
垣

＠

御
前
曲
輪
西
堀
の
も
垣

■ 見 学 コ ー ス 案 内

城 跡には7 か所 の入口があり､いずれも中央の見学 コースに接続しています

● 各入口 から中央コースまでの距離と所要時 間､ 見所

大手 虎翰門口　270m 10 分　 三の丸など城内で最も石垣が集中しているルートです。

大手 尾根口　　470m　15 分　 長 野氏時代の大手ル ートといわれています

観 音様口　　　400m　13 分　 観音様の石段を登ります｡ 春の桜が見 事ですo

椿名口　　　620m 17 分　 なだらかな尾根道で､ 一 部に椿があります。

搦手口　　　　260m　5 分　 城の主 要部へのアプローチが最も容易なル ートです。

霊置山口　　200m　4 分　 搦手口と同様に城の主 要部へのアクセスのよいルートです。

大堀切口　　220m　7 分　 虎垢門駐 車場から郭 馬出西虎口へ一 気に向かえます。

●中央コ ースの距 離と所 要時間､ 見 所

中央コ ース　　800m 20 分　 御前曲輪･ 本丸 ・二の丸と､これらの曲輪周囲の巨大な堀が見られます、



箕
輪
城･

の発

掘
調
査

平
成
一
〇
年
度
か
ら
史
跡
整
備
に
向
け
た
発
掘
調
査
を
進
め
た
結
果
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
次
に
記
し
ま
す
。

０

三

の
丸

の
石

垣

城
内
で
は
最
も
高
い
四
・
一
ｍ
の
石
垣
を
確
認
し
ま
し
た
。

関
東
地
方
の
城
郭
は
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
江
戸
城
な
ど
一

部
の
城
郭
で
は
四
ｍ
を
超
え
る
よ
う
な
高
石
垣
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
で
は
豊
臣
秀
吉
が
築
い
た
石
垣
山
城

（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）
な
ど
限
ら
れ
た
城
で
し
か
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
箕
輪
城
が
北
関
東
の
要
の
城
に
ふ
さ
わ
し
い
形

で
改
修
さ
れ
た
こ
と
が
こ
の
石
垣
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

＠

三

の
丸

の
下

層

の
石

垣

①
の
下
層
で
確
認
さ
れ
た
古
い
時
期
の
石
垣
で
、
大
堀
切
に

平
行
し
て
積
ま
れ
た
石
垣
で
す
。
最
高
丁

三
ｍ
ほ
ど
の
高
さ

で
、
一
人
で
運
べ
る
く
ら
い
の
石
を
用
い
る
な
ど
、
城
最
終
時

期
の
石
垣
と
比
較
す
る
と
大
き
な
相
違
が
あ
り
ま
す
。
同
様
な

特
徴
を
持
つ
石
垣
が
北
条
氏
邦
が
城
主
を
兼
任
し
て
い
た
鉢
形

城
跡
（
埼
玉
県
寄
居
町
）
で
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
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＠

本

丸

西

虎

口

蔵
屋

敷

か
ら
本

丸
に

架

か
っ
て

い
た

と
推
測

さ
れ

る
木

橋

を
渡

っ
た

所

で
、

幅
二

・
九

四

ｍ

、
奥

行

丁

五

四
ｍ

の

門
跡

を
確
認
し

ま
し

た
。

礎
石

は
全
部
で
四
石

あ
り
、
そ
の
配
置

か
ら
一
階
建
て
の
高
麗
門

と
推
測
さ
れ
ま

す
。
本

丸

に
入

る
三

か

所

の
虎

口

の
う

ち
、
唯
一
木

橋

を

渡
っ

て

は
い

る

虎
口

で
、
間

口
（
扉

部
分

の
幅
）
に

つ
い
て

は

本
丸

の
中

で
最

大
で
す
。
全
国
に
現
存
す

る
城
門
や

城
絵
図
を
分
析
し
、
下
図

の
よ

う
に
考
証
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
門
を

復
元
し
て
い
く
計
画

に
な
っ
て
い
ま
す
。

＠

御

前

曲

輪

西

虎

口

通

仲

曲
輪

か
ら
御

前
曲
輪

へ
渡
っ
た
場
所

の
虎
口
部

分
で
門

跡

を
確
認

し

ま
し

た
。
礎
石

は
全

部
で
六
石

あ
り

、
そ
の
配
置

か
ら

主
柱
二
本

を

前
後
四
本

の
控
柱

で
支
え

る
四

脚
門

と
推
測

さ
れ
ま
す
。
幅
三
・
一
ｍ
、
奥
行
三
・
一
ｍ

の
規

模
に
な
り

ま
す
。

門

の
屋
根

か
ら

落

ち
る
雨

水
を
受

け

る
た
め
の
溝

に
は
一
五
六

個

の
石

塔
の
部
材

が
用

い
ら

れ
て

い
ま
す
。

か
く
う
ま
た
し

○

郭

馬

出

西

虎

口

大

堀

切

に

唯
一

あ

る
土

橋

を

、
二

の

丸

か

ら
南

に
渡

る

と

五
二
ｍ
ｘ
二
七
ｍ

の
曲
輪

が
あ
り

ま
す
。
南
側

に
出

撃
す

る
拠

点

の
役
割

が
あ
り
、
郭
馬
出
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
平

成
一
四
年
度
に

発

掘
調
査
し

、
西
側

の
虎
口
で
幅
五
・
七
三
ｍ
、
奥
行
三
・
四
八
ｍ

の
門

跡

を
確

認
し

ま
し
た

。
礎
石

の
配

置

か
ら
二

階
建

て
の
櫓

門

と
推
測

さ

れ
、
関

ヶ
原

の
戦
（
一
六
〇

〇

年

）
以

前
で

は
、

確
認

さ
れ
て

い
る
中

で
関
東

地
方
最

大

規
模
の
門

跡
に
な
り

ま

す
。
門

の
柱

を
据
え

る
礎
石

は

全
部

で
八
石

あ
り

、
屋

根

か
ら

落
ち

る
雨
水

を
受

け

る
た

め
の
排
水

用

の
溝

も

あ
り

、
極
め
て

良
好
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
本
丸
西

虎
口
と
同

様
に
考
証
さ
れ
、

平

成
二
八
年

一
一
月
に
は
復
元
工

事

が
完
成

し
ま
し
た
。

＠

大

堀

切

土

橋

付

近

の

石

垣

箕

輪
城

を
南
北

に
分
断

す

る
堀

で
、
堀

の
南
側

が
落
と

さ
れ

て

も
城

の
主

要

部
の
北
側

を
守

る
こ
と

が
で

き
る
役
割

を
果

た

し

て
い
ま
す

。
こ
の
堀
を
唯
一
渡

る
こ
と

が
で
き

る
土
橋

の
基

底

部
で
は
土
留

め
の
役
割
を
果
た

す
石

垣
を
確
認

し
ま
し
た
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史 跡 箕 輪 城 跡
箕輪城は榛名山東南麓の丘陵上を中心に、北東と南西の平地部を含んだ戦国時代

の平山城です。東西約500 メートル、南北約1,100 メートル、面積約36 ヘクター

ル（史跡面積＝約19 ヘクタール）におよぶ西上野の中核的な城郭です。北西から南

東方向にのびる尾根上に主要な曲輪を直線的に配置し、さらにこれを核にして多数の

曲輪を線対称状に配置しています。これらの曲輪を区画しているのは、本丸周囲を巡

る最大幅40 メートル、深さ10 メートルに代表されるような広大な堀です。

西暦1500 年前後に長野氏が築城し、その後４代にわたって長野氏の本拠でした。

武田氏の西上野侵攻に際して、長野氏はこの箕輪城を本拠にして最後まで抵抗しまし

た。永禄９年(1566) に武田信玄に落とされるとその後は、武田氏(1566 ～1582 年)、

織田氏(1582 年)、北条氏(1582 ～1590 年)、徳川氏(1590 ～1598 年) と次々

と主を変えましたが、その度に各大名の有力家臣が城主として配置されています。特

に最後の城主井伊直政は、徳川家康の家臣のなかでは最大石高の12 万石で封じられ

ています。その８年後の慶長３年(1598) 、井伊直政は城を高崎に移し、箕輪城は

廃城になりました。

高崎市では史跡整備のための発掘調査を平成10 年度より開始し、その結果、最後
もんあと　いしがき　いしぐみ　　はいすいみぞ　どるい　　　　ほったてぱ

しらたてもの
の 井 伊 直 政 期 を 中 心 に 門 跡 、 石 垣 、 石 組 の 排 水 溝 、 土 塁 、 堀 、 掘 立 柱 建 物 が み つ か つ

こぐち
ています。 特に堀の規模と 虎口（出入り口）周囲の残りのよさが特徴であり、そう

した特徴を活かした史跡の環境整備・遺構整備に平成23 年度より着手してい ます。

なお、本城は平成18 年に「日本百名城（日本城郭協会認定）」に選定されております。



-

○ 史 跡 箕 輪 城 跡 案 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 フ　

○所在地

高崎市箕郷町西明屋890-1( 二の丸)、高崎市箕郷町東明屋74-1( 搦手口駐車場)

○見学料

無料

○交通案内

・電車

JR 高崎駅下車、西口２番のりば

群馬バス:箕郷行(箕郷本町下車徒歩約20 分)、伊香保温泉行(小学校前下車徒歩約15 分・

城山入口下車徒歩約15 分、東明屋下車徒歩約15 分)。

・自動車

関越自動車道前橋IC から11 キロ

○アクセス

・広域図 ・城周辺図

○ お 問 い 合 わ せ 先

干370-8501　 群 馬 県 高 崎 市 高松 町35 番 地 １

高 崎 市 教 育 委 員 会 文 化 財 保 護 課

電 話:027-32 1- 1 292　FAX027-328-2295E-Mail : ky-b

ｕｎｋａｚai＠ｄty.tａｋａsaki･gｕｎｍａJp
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